
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,0000.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 17/3 17/9

対円（左軸）

対ドル（右軸）

通貨安

通貨高

（ルピア/ドル）（円/100ルピア）

（年/月）

58

60

62

64

66

68

701.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 17/3 17/9

対円（左軸）

対ドル（右軸）

通貨高

通貨安

（円/ルピー） （ルピー/ドル）

（年/月）

6.0

6.3

6.6

6.9

7.2

7.510

13

16

19

22

25

14/9 15/3 15/9 16/3 16/9 17/3 17/9

対円（左軸）

対ドル（右軸）

通貨高

通貨安

（円/元） （元/ドル）

（年/月）

2017年9月28日 インドの『モディ改革』、続々と実行中！ 
2017年9月26日 インドネシアの金融政策は予想外の2会合連続利下げ（2017年9月） 

（No.2,863） 
〈マーケットレポートNo.5,645〉 

2017年9月28日 

 人民元は、5月の通貨当局の管理強化を契機に

対ドルで上昇してきましたが、足元では対ドルで約

1カ月ぶりの安値水準に反落しました。米金利の

上昇に伴うドル反発に加え、人民銀行が人民元

安抑制策の一部を見直したことで、人民元高への

けん制姿勢に転じたとの見方が広がったことが要因

です。中国当局が金融の統制を強めるなか、人民

元はレンジ内で推移すると見られます。 

人民元が1カ月ぶりの安値 
人民銀行が元高けん制の可能性 

 インドルピーは対ドルで約2年ぶりの高値圏で推移

していましたが、景気対策の実施報道をきっかけに、

財政赤字が拡大するとの見方が嫌気されて急落し

ました。ただし、経済の高成長を背景にした資金流

入から、ルピーは底堅さを取り戻すと見られます。 

 インドネシアルピアもドル反発でやや下落しましたが、

引き続き横ばい圏の動きです。経済状況の改善か

ら資金流入が続く一方、インドネシア中央銀行がル

ピア売りの為替介入を行っていることが背景です。

ルピアは今後も横ばい圏の動きが予想されます。 

ルピーは財政悪化懸念で急落 
インドネシアルピアもやや下落 

アジア通貨の動向（2017年9月） 

アジア通貨は底堅い動き 

 ９月のアジア通貨市場では、米金利の上昇に伴う

ドル反発もあり、人民元やインドルピーをはじめ多く

の通貨が対ドルで反落しました。ただし、米利上げ

のペースは緩やかと見られるなか、投資マネーが経

済状況の良好なアジアに流入していることから、ア

ジア通貨は総じて底堅く推移すると思われます。 

人民元、インドルピーなど多くの通貨が対ドルで反落 

（注）データは2014年9月27日～2017年9月27日。 
     対ドル（右軸）は逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

【インドネシアルピア】 

【インドルピー】 

【人民元】 
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